
縦断線形・図面取り込み：メニューの整理と機能追加。 

① 指定方法内に「縦断情報一括指定」機能を追加。 

 

② 縦断地盤線の取り込みに対応。 

③ 「横断勾配」を「片勾配」に名称変更。 

 

 

「縦断勾配」「縦断地盤」：一括指定方法 

１．「縦断勾配」を選択し、縦断勾配画面表示。 

 
２．「指定方法」から「縦断情報一括指定」を選択。 



 

３．始点位置の測点、累加距離、交点高 の文字列をそれぞれ図面から選択。 

 

測点選択ライン（赤い破線）に交差する測点文字列と、累加距離選択ライン（緑の破線）に

交差する累加距離文字列の数が異なる場合は以下のメッセージが表示されます。 

 

「はい(Y)」を選択した場合は処理が続行されて縦断情報が設定されますが、測点と累加距

離にズレが発生する可能性があります。 

「いいえ(N)」を選択した場合一括取得処理は中断されます。（各項目の選択状態は保持） 

 

 

 

 

 



４．図面上から測点、累加距離、交点高、VCL を取得・設定します。 

 

 

「幅員」、「片勾配」：一括指定方法 

１．「測点」と「累加距離」については「縦断勾配」、「縦断地盤」と同じ。 

 

２．「左右幅員」、または「左右勾配」Grid にカーソルがある状態で、各情報が記載されて

いる「縦断図帯」の外枠を選択する。 

（例では「片勾配すりつけ図」の枠線（緑色の箇所）） 



 
 

３．外枠を選択するとメッセージが表示されるので「はい(Y)」を選択。 

（以下のメッセージは「片勾配」の場合。「幅員」の場合は「拡幅摺り付け」と表示） 

 

 

４．縦断図帯に設定されている「幅員」、「片勾配」の情報を取得して設定されます。 

 
 



 

注意！！ 

１，「幅員」の場合、「拡幅摺り付け図」の縦断図帯を選択しますが、その際に「ファイル名」

タブの「加算拡幅単位」の設定と図面の数値単位が異なると正しい幅員値が算出できません。 

２，拡幅摺り付け図に「拡幅摺り付け」の値が設定されていない場合は、開始終了測点と累

加距離「ファイル名」タブの「標準幅員」が左右幅員に設定されます。 

３，「片勾配」の場合、「片勾配摺り付け図」の縦断図帯を選択しますが、「幅員」の場合と

異なり、片勾配を表す折れ線と 0％勾配を表す線分、開始～終了測点累加距離と実際の図面

上の座標点間距離の比率から勾配値を算出するため、本来の測点位置や勾配の値とは異な

る数値が設定される可能性があります。 

必要に応じて個別に追加・修正・削除を行うこととなります。 

４，「片勾配」の折れ線の頂点位置に（鉛直上で）一致する測点・累加距離が見つからない

場合は、開始～終了測点の累加距離と座標点間距離比率から求めた値が設定されます。 

その際に「ファイル名」タブの「名称不可」に設定された文字列が測点名に付加されます。

（一致する測点・累加距離が見つかった場合は図面上から取得します） 

５，片勾配は左側勾配が「実線」、右側勾配が「破線」（「実線」以外で判定）で設定される

ため、両方実線やユーザー定義の線分などが使用されている場合は片勾配値の算出ができ

ない可能性があります。 

６，「片勾配摺り付け図」に「片勾配摺り付け」の値が設定されていない場合は、「幅員」と

同様に開始終了測点と累加距離、「ファイル名」タブの「標準勾配」の値が左右勾配に設定

されます。 

 

 

※「縦断情報一括指定」機能は、取得した値は現在のグリッドカーソル行から指定（上

書き）されます。 

必ずしも１行目から設定されるわけではありません。 

また、以前のデータに対して挿入ではなく上書きとなります。 

これは、複数の縦断図ファイルからデータを取得するときに、前のデータの続きや途中

から取込みを行うことができるようにするためです。 


